
まちのニュースNEWS&NEWS

2019. 4   広報うちこ  9 広報うちこ   2019. 4 8

　
「
愛
媛
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
公
開

講
座
in
内
子
」（
愛
媛
大
学

主
催
）
が
３
月
23
日
、
内
子

自
治
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。
景
観
を
創
る
意
味
を

考
え
よ
う
と
、
八
日
市
・
護

国
町
並
保
存
セ
ン
タ
ー
の
西

岡
真ま

き貴
さ
ん
と
愛
媛
大
学
社

会
共
創
学
部
助
教
の
片
岡

由ゆ

か香
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

片
岡
さ
ん
は
松
山
市
の
花

園
町
通
り
の
景
観
づ
く
り
を

例
に「
使
い
手
に
な
る
人
を

巻
き
込
ん
で
関
心
を
高
め
る

こ
と
や
、
そ
の
地
域
で
暮
ら

す
人
が
そ
の
景
観
を
好
き
に

な
る
こ
と
が
大
切
。
空
間
を

持
続
的
に
使
う
こ
と
で
空
間

の
質
が
上
が
り
、
価
値
が
高

ま
る
」と
話
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
多
数
の
質
問
が
あ
り
、
景

観
づ
く
り
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た

ま
ち
の
景
観
は
、
ま
ち
の
意
志
か
ら

景
観
を
創
る
意
味
を
考
え
る
公
開
講
座

３月号掲載の ”ソフトボール協会優秀選手賞 ”の記事にお名前の誤りがありまし
た。お詫びして訂正します。誤：菊地

・

天馬さん→正：菊池
・

天馬さん
お詫び
と訂正

-

　現役の東京大学院生です。大学を休学して地域
おこし協力隊に挑戦しています。動機は大学の活動
で内子町にお世話になり、人や風景、食べ物が好き
になったことです。特に農村風景は心に訴えかける
ものがあります。私の田舎は荒廃してしまったけれ
ど、内子の山の集落は美しいです。高齢の皆さんの
暮らしを守る姿とプライドに尊さを感じます。自分
が大切にしたいのは、これだと思いました。
　これから小田商店街の旧土居書店を拠点に、空
き家の活用や商店街の活性化などに取り組みま
す。「d

ど

o i
い

t 書店」と名付けて、貸本屋と喫茶店をし
ようと計画しています。本が好きな人や地域の人
たちが気軽に集まれる場所にしたいです。建物も
立派なので、ぜひ遊びに来てください。
　私の目標は、30歳までに内子町を牛耳ることで
す（笑）。内子町の大好きな場所や景色が残せるよ
う、町を進化させたいと思います。経験不足で頼
りない部分が多い私ですが、内子町で輝いている
人たちが応援してくれるような人物になれるよう
頑張ります。大学卒業後も内子町に住みたいので、
皆さん仲良くしてください。

――  クローズアップ  ――

　独立行政法人国際協力機構（J
ジャイカ

ICA）で働いてい
ました。海外ボランティアを派遣したり、相手国の
政府との調整などが仕事です。元々は地方公務員
でしたが、旅行好きが高じて、世界中の国や人と
接したいと思い転職。57カ国を訪れました。アフ
リカのマラウイやマダガスカル、イギリスのロンドン
などの事務所には、通算で約７年間勤務しました。
　内子町の地域おこし協力隊に応募したのは、泉
谷の棚田に感動したから。上岡さん夫妻の人柄や
これまでの尽力、若い人や都会の人との交流活動、
地域や役場の人が一緒に守り育てていること、す
べてが素晴らしいと思います。
　いろいろな国を歩いて、日本では農業が軽んじ
られていると改めて感じました。食料は命をつなぐ
欠かせないものなのに、それが足元から崩れようと
しています。棚田を守ることで、米の価格では計れ
ない棚田の価値を発信することが、私の役割だと
考えます。棚田から世界に思いをはせる――。そん
な人が増えたらいいなと思います。そのために早く
人並みに米を作れるようになって、泉谷の棚田が
10年後も今と同じ姿であるように頑張りたいです。

地域おこし協力隊
\４月着

任
/

お
金
で
買
え
な
い
棚
田
の
価
値

そ
の
魅
力
を
世
界
に
伝
え
た
い

「
ｄど

ｏ 

ｉい

ｔ 

書
店
」
の
活
用
か
ら

内
子
町
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ

泉
谷
の
棚
田
の
保
全
に
取
り
組
み
ま
す

小
田
地
域
の
活
性
化
が
主
な
任
務
で
す

岡
山
　
紘ひ

ろ
あ
き明
さ
ん（
24
）

香
川
　
顕あ

き

お夫
さ
ん（
54
）

「ここを皮切りに小田地域を盛り上げたい」と意気込む岡山さん「御祓地区の人たちがまいたレンゲの開花が楽しみ」と香川さん

ペ
レ
ッ
ト
で
発
電
す
る
機
械
の
仕
組
み
な

ど
を
説
明
す
る
内
藤
さ
ん
（
左
）

森
林
か
ら
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
―
―

町
民
が
学
ぶ「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
校
」開
講

　
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
校
・

う
ち
こ
」（
内
子
町
主
催
）が

２
月
23
日
、
内
子
町
森
林
組

合
小
田
支
所
で
開
か
れ
、
11

月
か
ら
試
験
運
転
を
始
め
た

内
子
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を

題
材
に
し
た
、
講
演
と
見
学

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
㈱
森
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
所
の
大
場
龍た

つ
お夫

さ

ん
が
、
全
国
の
事
例
を
紹
介

し
な
が
ら
、
未
利
用
材
を
有

効
活
用
す
る
同
発
電
所
の
意

義
を
説
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
は
同
発
電
所
所
長
の

内
藤
昌ま

さ
の
り典
さ
ん
の
案
内
で
施

設
を
一
周
。
全
国
で
も
先
進

的
な
設
備
の
説
明
に
耳
を
傾

け
、
興
味
深
そ
う
に
見
学
し

て
い
ま
し
た
。

光
は
必
ず
見
え
て
く
る
―
―

差
別
の
な
い
町
と
人
を
育
て
る
研
究
大
会

　
「
平
成
30
年
度
内
子
町
人

権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
」

（
内
子
町
人
権
教
育
協
議
会

他
主
催
）
は
３
月
２
日
、
共

生
館
で
開
か
れ
、
４
２
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
心
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」
を

主
題
に
、
大
瀬
中
学
校
動
画

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
内
子
高
等
学

校
人
権
委
員
会
の
課
題
研
究

や
人
権
ク
イ
ズ
が
あ
り
ま
し

た
。
講
演
会
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ヒ
カ
リ
カ
ナ
タ
基
金
理

事
長
の
竹
内
昌ま

さ
ひ
こ彦
さ
ん
が
登

壇
。
小
学
生
の
頃
に
網
膜
剥

離
で
失
明
し
た
自
身
の
経
験

を
交
え
な
が
ら「
命
は
自
分

の
も
の
だ
け
で
な
く
、
親
や

祖
先
か
ら
受
け
継
い
で
き
た

も
の
。
自
ら
絶
つ
よ
う
な
こ

と
を
し
て
は
い
け
な
い
。
私

も
い
じ
め
ら
れ
た
が
、
一
人

で
抱
え
ず
、
苦
し
さ
を
誰
か

に
伝
え
る
こ
と
で
道
が
開
け

た
。
必
ず
光
は
見
え
て
く
る
」

と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。1_温かな口調で来場者の笑いと涙を誘った竹内さん

の講演　2_高校生の人権クイズで盛り上がる会場
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